
研究名称　：ラインブロット法による筋炎、間質性肺炎関連自己抗体の変動

公開事項 内容

① 試料・情報の利用目的及び利用方法（他の機関へ
提供される場合はその方法を含む。）

一般診療の採血の残余検体を収集し、筋炎、結合
織疾患の適切な治療方針を決定するための研究に
用いる。情報は当院臨床研究部において解析が行
われる。

② 研究協力をお願いしたい方（対象者） 当科に通院され、診療の必要のため採血検査を実
施された症例。疾患は、当科に通院されているす
べての疾患が対象となりうる。

③ 利用し、又は提供する試料・情報の項目
匿名化された臨床検体、情報 (生年月、既往歴、
血液検査結果、治療内容、臨床経過)

④ 利用する者の範囲
当院、臨床研究部、研究担当者において利用され
る。

⑤ 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名
又は名称

自己免疫疾患研究室　室長　大矢 佳寛

⑥ 研究対象者又はその代理人の求めに応じて、研究
対象者が識別される試料・情報の利用又は他の研
究機関への提供を停止すること。

本研究は、当院内で完結しており他の研究機関に
提供されることはない。

⑦ ⑥の研究対象者真又はその代理人の求めを受け付
ける方法

該当なし。

独立行政法人国立病院機構千葉医療センター千葉東病院で実施する

上記の研究について、研究対象者等に対し、以下のとおり公開いたします。

臨床研究の研究対象者等への公開情報


